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大村市農業委員会委員選挙投票区7)区域 注

投票区 区 域

第 一投京宝 潜陸東、m陸閥、中郷 .7.1<頭、硯出石、連蔵寺

第二投票区 祝，u奇‘舟津、蔦川内、釘の頭、日 泊、山境、先網代、日岳開拓

第三投京区 岩松、中里上、中里下、内倉、古松、陰平上、 陰平下、小川内、 平

第一投票区 白 上久原、後木場上、 後木場下、 向木場

第二投票区 下久原、東浦、前舟津、外浦 j、路、本小路、上小路、岩舟 、日向平、 小姓

小路、片町第一、 片町第二、本町第ー、本町第二、 東本町、西本町第ー

垣本町第二、 武志町、田の平、徳泉川内、赤佐古、 須田の木、 草場、地の

，坊、 r三域第ムー、三城律t二、 7.1<主町、向陽町、大佐古、小佐古、柴田、荒平

水計、水田住宅一区、雄ケ原

横山頭、 大多武、 (松尾、機池、古田、長岡、城の足、水無〉

上杭出淳、下杭出津、佐古の川、辻田町、昭和通、 西小路、松山、新城、

旧廠内、 水田町、乾馬場、古町、水田住宅二区、杭出津住宅三、 四区、古

町住宅古町住宅五、 六去、 市営古町住宅、 市営松並住宅、県、市営古町ア

ノミート、1松並町一、 松並町二、 桜馬場一、 桜馬場二、 植松、古賀島、 箕島

上諏訪、下諏訪、池田、坂口、中諏訪町、東諏訪町、諏訪住宅一、七、八

区、池田住宅九、十、十一区

竹松本町、原口町、堺町、上小路口、下小路口、竹松住宅、市営小路口住

宅、原口住宅、今津

大川田町、鬼橋町、竹松町、宮小路、富の原、黒丸、九電社宅

荒瀬、原、宮代、田下、中岳、南川内

久良原、黒木、北川内

沖田、 皆問、寿古、今富、立福寺、 弥勤寺、草場、野田、矢上、 重井田

宮本、 橋本、浦一区、 溜二区、北松本、 南松本、 山下梶尾、久津

寺本、 東光寺、今山、北木場、 江川、 武留路

Jb野岳、 南野岳、 野田、平原
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区域名は町務連絡~島区域町名で表示する。

投 票 所名

…今村 公 民 舘

・三 浦 出張所

一鈴 田 出 張所

…上 久 原公民舘

…大 村 市 役 所

…東 大村 小学校

…西 大 村出張所

第三投票区

第一投票区

選挙支

第

選挙区

第

選挙区

選挙豆

!.:r~ 

第二投票区

....諏訪公民館

…竹松本町公民館

…竹 松 幼 稚 園

…萱 瀬小学校

…黒木必 学 校

…福 重出張 所

…松 原 小 学 校

・・・野 岳公民 館

第ー投票区

第二投票区

第三投票区

第四投票区

第一投票区

第二投票区

第三投票区

四
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五

選挙区

第

第


